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こ
こ
数
年
、
仕
事
が
休
み
の
土
・
日

曜
日
に
、
自
宅
で
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
試

合
が
、
開
始
か
ら
終
了
ま
で
全
て
放
映

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

な
か
な
か
試
合
観
戦
に
訪
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
、と
て
も
あ
り
が
た
い
中
継
で
あ
る
。

筆
者
も
恩
恵
を
被
る
一
人
だ
が
、「
二

刀
流
」
で
注
目
を
集
め
る
プ
ロ
野
球
・

日
本
ハ
ム
の
大
谷
翔
平
投
手
が
登
板
し

た
試
合
で
は
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
夢
中

に
な
っ
て
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

び
っ
く
り
し
て
い
る
こ
と
が
一
つ
あ

る
。
放
映
の
合
間
に
流
さ
れ
る
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
（
Ｃ
Ｍ
）
の
大
半
が
健
康
食
品

の
Ｐ
Ｒ
で
あ
る
こ
と
だ
。
長
寿
社
会
を

迎
え
、
国
民
の
関
心
が
高
く
、
宣
伝
効

果
も
大
き
い
の
だ
ろ
う
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
若
々
し
さ

の
維
持
、
二
日
酔
い
の
解
消
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。「
と
て
も
効
果
が
あ
っ
た
」
と

い
う
出
演
者
の
体
験
談
を
聞
き
、
期
間

限
定
で
商
品
が
割
り
引
き
さ
れ
て
い
る

と
、
思
わ
ず
購
入
し
た
く
な
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。
や
は
り
、
Ｃ
Ｍ
効
果
は
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
を
国
内

に
広
く
知
ら
し
め
た
の
が
、
横
浜
市
中

区
に
本
社
が
あ
る
フ
ァ
ン
ケ
ル
だ
。

「
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
君
が
好
き
」
の
Ｃ

Ｍ
と
商
品
「
カ
ロ
リ
ミ
ッ
ト
」
を
販
売

し
て
い
る
会
社
と
言
え
ば
、
誰
で
も
分

か
る
だ
ろ
う
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
名
を
は
せ

た
フ
ァ
ン
ケ
ル
だ
が
、
２
０
１
３
年
3

月
期
連
結
決
算
で
は
、
売
上
高
が
前
期

比
6
・
1
％
減
の
８
２
８
億
７
０
０
万

円
で
、
純
損
益
は
21
億
９
３
０
０
万
円

の
赤
字
だ
っ
た
。
最
終
赤
字
は
１
９
８

０
年
の
創
業
以
来
初
め
て
で
、
こ
の
状

況
を
打
開
す
る
た
め
、
創
業
者
の
池
森

賢
二
氏
が
代
表
取
締
役
会
長
と
し
て
、

経
営
体
制
の
中
心
に
復
帰
し
、
事
業
改

革
を
陣
頭
指
揮
し
て
い
る
。

　

池
森
氏
は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
言

わ
れ
た
フ
ァ
ン
ケ
ル
だ
が
、
こ
こ
何
年

も
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ

て
い
な
い
。『
も
っ
と
何
か
で
き
る
は

ず
』
と
い
う
経
営
理
念
が
希
薄
化
し
て

い
る
」
と
赤
字
の
要
因
を
分
析
。「
創

業
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
お
客
さ
ま
の

視
点
に
基
づ
い
た
『
フ
ァ
ン
ケ
ル
ら
し

い
』
経
営
を
実
現
す
る
。
新
し
い
こ
と

に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

し
ば
ら
く
経
営
の
中
心
か
ら
離
れ
、

外
部
に
い
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
感

じ
た
も
の
、
発
見
し
た
も
の
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
76
歳
に
な
っ
た
創
業
者

の
「
再
登
板
」
と
そ
の
手
腕
に
注
目
し

た
い
。

（
神
奈
川
新
聞
社
経
済
部
長

�

石
曽
根
　
剛
）

創
業
者
の「
再
登
板
」に
注
目

視
描点
点

− 　 −3



　

京
都
郊
外
の
山
崎
と
は
、
天
王
山
が

淀
川
へ
も
っ
と
も
せ
り
出
し
た
場
所
を

意
味
す
る
と
い
う
。

　

山
崎
は
、
桂
川
と
宇
治
川
と
木
津
川

が
合
流
す
る
地
点
。
そ
れ
ぞ
れ
の
水
温

の
差
は
、ふ
ん
だ
ん
に
霧
を
発
生
さ
せ
、

天
王
山
を
や
わ
ら
か
く
つ
つ
み
込
む
。

　

山
崎
は
清
ら
か
な
水
が
湧
き
出
し
、

か
つ
て
「
水み
な
生せ

野の

」
と
呼
ば
れ
た
。
鎌

倉
時
代
、
後
鳥
羽
院
の
離
宮
・
水
無
瀬

殿
が
あ
り
、「
見
渡
せ
ば
山
も
と
霞
む

水
無
瀬
川
、
夕
は
秋
と
何
思
ひ
け
ん
」

（
新
古
今
36
）
と
詠
ま
れ
、
水
無
瀬
神

宮
が
そ
の
跡
地
に
造
営
さ
れ
た
。

　

石
清
水
八
幡
宮
の
別
院
・
離
宮
八
幡

宮
近
く
に
、
臨
済
宗
の
古
刹
・
妙
喜
庵

が
あ
る
。
俳
諧
の
祖
、
山
崎
宗
鑑
の
草

庵
を
寺
に
改
め
、
書
院
や
庫
裏
は
そ
の

こ
ろ
の
も
の
と
い
う
。

　

風
雅
な
境
内
に
茶
室
、「
待
庵
」
が

た
た
ず
む
。
１
５
８
２
（
天
正
10
）
年
、

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
千
利
休
が

造
っ
た
茶
室
。
利
休
作
と
し
て
知
ら
れ

る
現
存
す
る

唯
一
の
遺

構
、
国
宝
で

あ
る
。
こ
け

ら
葺
き
の
切

妻
造
り
丸
太

の
柱
。
荒
壁

に
か
こ
ま
れ

た
わ
ず
か
二

畳
。
ま
さ
に

侘
び
さ
び
の

空
間
で
あ
る
。

　

秀
吉
が
た
び
た
び
訪
れ
、
利
休
は
茶

を
献
じ
た
と
い
う
。
秀
吉
が
草
履
を
立

て
か
け
た
で
あ
ろ
う
、
大
振
り
の
に
じ

り
口
。
そ
の
手
前
に
置
か
れ
た
飛
び
石

も
、
当
時
の
ま
ま
と
い
う
。
後
世
、
い

く
つ
も
の
写
し
が
つ
く
ら
れ
た
ほ
ど
、

利
休
好
み
の
貴
重
な
茶
室
で
あ
る
。

　

利
休
が
茶
室
を
か
ま
え
る
ほ
ど
、
山

崎
の
水
は
良
質
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

そ
こ
に
着
目
し
た
の
は
サ
ン
ト
リ
ー

の
前
身
で
あ
る
、
寿
屋
を
創
業
し
た
鳥

井
信
治
郎
で
あ
っ
た
。
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
、
多
く
の
反
対
を
押
し
切
っ

た
鳥
井
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
蒸
溜
所
建

設
に
着
手
。
日
本
で
初
め
て
ウ
イ
ス

キ
ー
つ
く
り
を
始
め
た
。
樽
の
な
か
で

熟
成
を
終
え
、よ
う
や
く
１
９
２
９（
昭

和
4
）
年
、
国
産
最
初
の
ウ
イ
ス
キ
ー

「
白
札
」
が
発
売
さ
れ
た
。
上
が
そ
の

広
告
、

　
「
醒
め
よ
人
！　

舶
来
盲
信
の
時
代

は
去
れ
り
。
酔
は
ず
や
人
、
吾
に
国
産

至
高
の
美
酒
、
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
ヰ
ス

キ
ー
は
あ
り
！
」
と
、
鳥
井
の
自
信
に

満
ち
た
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
煙

く
さ
い
と
売
れ
行
き
は
よ
く
な
か
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、
欧
米
の
樽

材
は「
森
の
王
さ
ま
」と
呼
ば
れ
る
オ
ー

ク
。
鳥
井
が
選
ん
だ
の
は
コ
ナ
ラ
属
の

一
種
。
毎
年
、
仕
込
む
た
め
つ
い
に
資

金
切
れ
。
山
崎
の
貯
蔵
庫
に
、
１
９
３

１
年
の
樽
は
欠
番
と
い
う
。
鳥
井
は
思

考
を
く
り
返
し
、
１
９
３
７
（
昭
和

12
）
年
、「
角
瓶
」
を
発
売
。
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
戦
争
。
ウ
イ
ス
キ
ー
が
眠
っ

た
ま
ま
の
樽
は
、
山
に
横
穴
を
掘
っ
て

避
難
さ
せ
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
＝
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
ヰ
ス
キ
ー
発

売
の
広
告
・
１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
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利
休
の
水

宮
野
　
力
哉

～
う
ま
い
物
が
た
り
⑱

広
告

談
珍
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